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医学・生命科学演習（修士） 

 

１． アカデミアや民間が主催する学会、講演会、シンポジウムなどの学術的な

集会に参加し聴講することで単位を認定する。 

 

２． 修士課程の授業科目の中に選択科目として「生命科学演習（修士）」を新

設し 1 単位を認定する。 

 

３． 単位の認定は、以下のように規定する。なお単位を付与できる学会、講演

会、シンポジウムなどの学術集会の判定については、大学院教育委員会が

行う。 

１） １日半以上の期間開催されるもの。 

２） 発表の言語については日本語または英語で開催されるもので、国際的

なものや全国的なものの他に地域的な講演会なども認める。 

３） 民間が主催する地域的な講演会でも、発表者およびその講演内容から

十分に学術的な価値が高いものは認める。 

 

４．単位の申請方法と認定にいたる手順 

１） 大学院学生は原則として学術集会に参加した当該年度中に、所定の様

式による申請書と報告書を作成し、大学院の教務担当あてに提出する。

申請書と報告書は大学院教育委員会（原則として毎月第３水曜日に開

催）で審査する。 

２） 指導教員が申請する大学院生が申請書に記載の学術集会に参加したこ

と及び十分な学修成果が得られたことを確認し、申請書に署名する。 

３） 大学院教育委員会では、提出された書類をチェックして、参加した学

術的な集会の妥当性を確認し 1 単位を認定する。 



生命科学演習（修士）の単位申請書 

申請日：   年   月   日 

氏名： 学生番号： 

学年   年次 所属講座： 

電話番号： メールアドレス： 

学術集会の名称： 

開催期日： 

開催都市と会場： 

指導教員確認欄：所属・職名・氏名（自書） 

 

 

 

本申請書に学術集会参加証を書類としてまとめて、教務担当あてに提出してく

ださい。（単位認定審査は、原則として毎月第３水曜日に開催される、大学院

教育委員会でなされます。）。 

 

 



報告書（Meeting Report） 

 

（注）参加した学術集会についての報告を１ページ程度で記載する。記載内容

としては、開催日時、場所、参加人数、学術集会のテーマなどについて記載し

た後に、興味を持った発表の概要をいくつか記載し、参加して得られた成果な

どについて記載する（提出時は青字でかかれた部分は削除してください）。 

 


